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1
）

中
国
青
海
省
河
南
モ
ン
ゴ
ル
族
自
治
県
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
運
動

0
　
は
じ
め
に

　
中
国
頷
内
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
世
界
の
モ
ン
ゴ
ル
総

人
口
の
う
ち
約
六
〇
％
余
り
を
占
め
て
い
る
（
張
天
路
編
一
九
九

三
、
新
プ
ロ
「
日
本
語
」
研
究
班
一
ほ
か
編
冨
竃
一
冨
ト
梅
樟

忠
夫
監
修
冨
畠
二
冨
o
）
。
そ
の
居
住
地
域
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
（
以
下
「
内
モ
ン
ゴ
ル
」
と
略
称
）
を
中
心
に
、
中
国
の
東

北
地
方
か
ら
西
北
ま
で
の
一
自
治
区
、
三
自
治
州
、
八
自
治
県
お

よ
び
若
干
の
自
治
郷
に
分
布
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
モ
ン

ゴ
ル
族
の
居
住
地
域
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
漢
族
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
他
民
族
が
入
り
混
じ
っ
て
居
住
し
て
お
り
、
モ
ン
ゴ

ル
族
の
み
が
集
中
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
環
境
の

影
響
を
受
け
て
、
モ
ン
ゴ
ル
族
は
様
々
な
民
族
と
接
触
を
重
ね
、

シ
　
　
ン

ジ

ル

ト

複
雑
な
文
化
変
容
を
経
験
し
て
い
る
。
漢
族
の
居
住
地
域
に
比
較

的
近
い
、
内
モ
ン
ゴ
ル
や
東
北
三
省
の
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で
は
、
漢

族
の
人
口
も
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、
漢
化
と
い
う
大
き
な
文
化
変

容
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
、
中
国
北
西
部
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
や
青
海
省
で
は
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
優
勢
な
ウ
イ
グ
ル
族
、

カ
ザ
フ
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
な
ど
か
ら
の
影
響
が
強
い
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
地
域
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
他
の
地
域
と
も
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

通
す
る
漢
化
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
チ
ュ
ル
ク
化
や

チ
ベ
ッ
ト
化
と
い
っ
た
現
状
に
直
面
し
て
い
る
。
チ
ュ
ル
ク
化
や

チ
ベ
ッ
ト
化
も
、
漢
化
と
同
様
に
他
民
族
と
の
接
触
に
よ
っ
て
起

き
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
一
国
家
内
の
少
数
民
族
同
士
に
よ
る
接

触
と
い
う
点
に
お
い
て
、
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
こ
こ
で
、

他
民
族
と
の
接
触
に
よ
る
文
化
変
容
と
い
う
現
象
は
、
少
数
民
族
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（105）中国青海省河南モンゴル族自治県におけるモンゴル語教育運動

　　　　　　　　　　　河南モンゴル族自治県と周辺
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出所：河南蒙古族自治県方誌編纂委員会編1996筆者が一部省略
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一橋論叢 第119巻第2号平成10年（1998年）2月号（106）

政
策
な
ど
を
含
む
国
家
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
影
響
と
混
同
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
中
国
に
お
け
る
漢

化
と
い
う
現
象
は
、
単
な
る
民
族
相
互
の
接
触
に
よ
る
だ
け
で
は

な
く
、
複
雑
な
政
治
的
要
因
が
絡
ん
だ
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
チ
ュ
ル
ク
化
や
チ
ベ
ツ
ト
化
は
少
数
民
族
同
士
の

接
触
に
よ
る
文
化
変
容
で
あ
る
た
め
、
政
治
的
影
響
が
比
較
的
少

な
い
。

　
そ
の
た
め
、
筆
者
は
こ
の
研
究
を
行
う
上
で
の
足
掛
か
り
と
し

て
、
研
究
対
象
を
青
海
省
の
モ
ン
ゴ
ル
族
だ
け
に
絞
っ
た
。
青
海

省
内
に
存
在
す
る
モ
ン
ゴ
ル
地
域
は
大
き
く
分
け
て
、
海
西
モ
ン

ゴ
ル
族
・
チ
ベ
ツ
ト
族
自
治
州
（
以
下
「
海
西
州
」
と
略
称
）
と
、

河
南
モ
ン
ゴ
ル
族
自
治
県
の
二
箇
所
に
区
分
で
き
る
（
そ
の
他
、

海
北
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
内
に
四
つ
の
モ
ン
ゴ
ル
族
自
治
郷
が
あ

る
）
。
こ
の
両
地
域
と
も
に
、
言
語
、
服
装
、
生
活
習
憤
な
ど
の

各
方
面
で
チ
ペ
ソ
ト
族
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
、

前
者
の
場
合
は
モ
ン
ゴ
ル
の
言
語
と
伝
統
的
な
文
字
を
現
在
で
も

保
持
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
を

失
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
河
南
モ
ン
ゴ
ル
族
自
治
県
は
中
国
領
内
に
あ
る
八
つ
の
モ
ン
ゴ

ル
族
自
治
県
の
一
つ
で
、
し
ば
し
ぱ
「
河
南
蒙
旗
」
と
い
う
通
称

で
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
同
自
治
県
を
河
南
蒙
旗

と
略
称
す
る
。
河
南
蒙
旗
は
、
青
海
省
・
甘
粛
省
・
四
川
省
の
三

省
に
囲
ま
れ
た
地
点
に
位
置
し
、
ア
ム
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
地
域
の
ほ

ぼ
地
理
的
中
心
で
も
あ
る
。
行
政
的
に
は
六
つ
の
郷
と
一
つ
の
鎮

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
総
人
口
二
六
二
四
四
人
の
う
ち
モ
ン
ゴ
ル

族
が
九
二
・
三
％
を
占
め
て
い
る
（
一
九
九
四
年
）
。
現
在
河
南

蒙
旗
に
居
住
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の
大
部
分
は
、
一
七
世
紀
中
葉
以

降
に
こ
の
地
に
移
住
し
た
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ホ
シ
ュ
ー
ト
部
族
の
後

窟
で
あ
る
。
周
辺
に
居
住
す
る
チ
ベ
ソ
ト
族
は
、
河
南
蒙
旗
の

人
々
を
「
ω
o
o
q
o
q
巨
」
（
ア
ム
ド
・
チ
ベ
ソ
ト
ロ
語
で
「
モ
ン
ゴ

ル
」
の
意
）
と
呼
ん
で
い
る
。
長
年
に
わ
た
る
チ
ベ
ソ
ト
族
と
の

接
触
の
過
程
で
、
河
南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
言
語
、
生
活
習
憤
、

　
　
　
　
（
3
）

服
装
な
ど
の
面
で
チ
ベ
ソ
ト
族
の
強
い
影
響
を
受
け
、
外
見
上
は

ほ
と
ん
ど
自
民
族
の
特
徴
を
失
っ
た
。
今
で
は
彼
ら
は
チ
ベ
ッ
ト

語
を
話
し
、
チ
ベ
ツ
ト
服
を
着
用
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
周

辺
チ
ベ
ソ
ト
族
と
何
ら
か
わ
り
な
く
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
当
地

の
事
情
に
詳
し
く
な
い
第
三
者
か
ら
は
よ
く
チ
ベ
ッ
ト
人
と
混
同

さ
れ
る
程
で
あ
る
。

　
河
南
蒙
旗
の
現
状
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て

世
界
各
地
に
分
断
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
が
、
そ
の
周
辺
の
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（107）　中国青海省河南モンゴル族自治県におけるモンゴル語教育運動

人
口
的
、
文
化
的
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
に
同
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況

の
縮
図
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
他
民
族
が
混
合
し
て
い
る
状

況
を
示
す
、
一
つ
の
典
型
的
な
事
例
で
も
あ
る
。
「
一
う
し
た
意
味

で
、
他
民
族
と
の
接
触
に
よ
る
文
化
変
容
と
い
う
現
象
を
考
察
す

る
上
で
、
河
南
蒙
旗
は
研
究
対
象
と
し
て
最
適
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
民
族
が
解
体
さ
れ
る
お
そ
れ
を
感
じ
た
と
き
、
言
語
の
保
護

に
着
手
す
る
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

本
質
に
宿
る
関
係
で
あ
る
に
違
い
な
い
」
（
冨
富
二
彗
）
と
田
中

克
彦
は
民
族
及
び
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
の
、
そ

の
民
族
の
言
語
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
河

南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
母
語
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
は
も
は
や

話
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
実
上
、
す
で
に
チ
ベ
ヅ
ト
語
が
母
語
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
河
南
蒙
旗
で

は
「
恢
復
蒙
語
文
、
辮
蒙
文
学
校
」
（
モ
ン
ゴ
ル
の
言
語
文
字
を

復
活
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
学
校
創
ろ
う
）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
に
、
一
九
八
五
年
か
ら
学
校
教
育
を
中
心
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル

語
の
復
活
運
動
が
正
式
に
始
ま
っ
た
。
本
稿
で
は
二
章
に
分
け
て
、

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
復
活
運
動
を
中
心
と
す
る
河
南
蒙
旗
の
モ
ン

ゴ
ル
族
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
昂
揚
と
そ
の
動
揺
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

1

モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
昂
揚

1
l
1
　
河
南
蒙
旗
の
教
育
概
況

　
二
〇
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
、
河
南
蒙
旗
に
は
学
校
が
存
在
し

な
か
っ
た
た
め
、
非
識
字
率
は
九
〇
％
に
の
ぼ
っ
た
。
現
地
に
初

め
て
学
校
が
で
き
た
の
は
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
あ
る
（
河
南
蒙

古
族
自
治
県
方
誌
編
纂
委
員
会
編
冨
塞
二
ε
）
。
現
在
河
南
蒙
旗

で
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
教
育
と
民
族
教
育
で
あ
る
。

　
県
の
中
心
地
、
ユ
ガ
ン
ニ
ン
鎮
に
住
む
子
供
た
ち
は
、
教
授
用

言
語
と
し
て
漢
語
（
い
わ
ゆ
る
中
国
語
）
を
使
用
す
る
普
通
教
育

校
に
通
っ
て
い
る
。
県
内
の
普
通
教
育
校
は
、
河
南
蒙
古
族
自
治

県
幼
稚
園
（
一
九
八
七
年
設
立
）
、
河
南
蒙
古
族
自
治
県
完
全
小

学
校
（
一
九
六
四
年
設
立
）
、
中
高
一
貫
校
で
あ
る
河
南
蒙
古
族

自
治
県
全
日
制
完
全
中
学
（
中
等
部
は
一
九
六
九
年
、
高
等
部
は

一
九
八
四
年
に
設
立
）
の
各
一
校
で
あ
る
。
ユ
ガ
ン
ニ
ン
鎮
に
住

む
、
モ
ン
ゴ
ル
族
出
身
の
県
役
場
職
員
の
子
弟
た
ち
も
多
く
が
普

通
教
育
校
に
通
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
ま
で
、
ユ
ガ
ン
ニ
ン
鎮

に
は
民
族
小
学
校
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
前
は
県
役
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一橋論叢　第119巻　第2号　平成10年（1998年）2月号　（108）

表1民族教育校の創立年及ぴ1993年の生徒数

~i Tj~ ~ ,V I~ h ~4 ,Vrl :l F~jy/ h4;::7 irHz ~ ~:;f I~(~; ~:~~~~-

~1l~Z i~ 1958 1965 1966 1984 1974 1964 1979 1976 

~~~ ~(A) 201 125 169 l05 ll2 l08 30 122 

~ ~ i!V"~'-~~:* ~7 ~~ ~ (A) 

79 ' 108 27 

河南モンゴル族自治県文教局より入手したデータをもとに筆者が作成

場
職
員
の
子
供
た
ち
は
ほ
ぼ
全
員

が
漢
語
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
。

　
中
国
で
い
う
民
族
教
育
と
は
、

漢
族
以
外
の
五
五
の
少
数
民
族
を

対
象
に
実
施
さ
れ
る
教
育
を
指
す

（
楊
侯
弟
ほ
か
編
冨
竃
」
實
）
。

河
南
蒙
旗
で
の
民
族
教
育
で
は
、

教
授
理
言
語
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
語

と
モ
ン
ゴ
ル
語
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
生
徒
は
遊
牧
地
域
の
遊
牧
民

の
子
供
が
中
心
で
あ
る
。
民
族
教

育
を
実
施
し
て
い
る
教
育
機
関
は
、

　
　
　
、
4
一

小
学
校
七
枕
と
中
高
一
貫
校
（
中
、

高
等
部
）
の
計
八
校
で
あ
る
。
民

族
教
育
校
の
生
徒
数
は
、
全
体
の

七
割
（
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
七
校
の
小
学

校
の
内
訳
は
、
六
郷
に
各
一
校
ず

つ
設
立
さ
れ
て
い
る
全
日
制
民
族

寄
宿
小
学
校
の
計
六
校
と
、
軍
用

牧
場
全
日
制
民
族
寄
宿
小
学
校
の
一
校
で
あ
る
。
中
高
一
貫
校
は
、

一
九
七
六
年
に
ユ
ガ
ン
ニ
ン
鎮
に
創
立
さ
れ
た
河
南
蒙
古
族
自
治

県
全
日
制
民
族
寄
宿
中
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
一
九
五

〇
年
代
以
来
、
教
授
用
言
語
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
語
が
使
用
さ
れ
て

き
た
が
、
一
九
八
五
年
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
ケ
セ
ン
と
サ
イ
ル

ロ
ン
小
学
校
で
導
入
さ
れ
た
（
表
1
を
参
照
）
。

1
1
2
　
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
民
族
教
育
の
導
入

　
県
の
関
係
機
関
は
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
て
、

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に

一
九
八
三
年
の
「
人
民
代
表
大
会
」
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の

導
入
の
是
非
に
つ
い
て
、
県
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
と
い
う
決

定
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
一
九
八
五
年
に
、
民
意
を
問
う
た
め
の

全
県
規
模
の
社
会
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
各
郷
に

お
い
て
懇
談
会
形
式
で
の
意
識
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

圧
倒
的
多
数
の
民
衆
が
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
導
入
に
賛
成
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
県
役
場
職
員
も
県
内
出
身
者
の
大

部
分
と
、
県
外
出
身
者
の
ほ
ぽ
全
員
が
賛
成
の
意
を
表
明
し
た
。

こ
う
し
て
一
九
八
五
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
河
南
蒙
旗
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
」
の
導
入
が
最
終
的
に
決
定
し
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
導
入
は
、
初
等
教
育
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
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中
等
教
育
、
高
等
教
育
へ
拡
張
さ
れ
た
。
図
1
の
（
1
）
に
示
す

よ
う
に
、
ま
ず
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
、
初
等

教
育
へ
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語

の
使
用
頻
度
が
高
い
と
さ
れ
る
ケ
セ
ン
郷
に
お
い
て
、
一
九
八
五

年
二
月
か
ら
新
入
生
を
対
象
に
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
（
図
－
中

の
□
］
）
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
学
年
か
ら
、
チ
ベ
ツ
ト
語
教
育

一
図
ユ
中
一
口
は
廃
止
と
三
。
そ
れ
以
前
に
入
学
し
て

す
で
に
チ
ベ
ッ
ト
語
教
育
を
受
け
て
い
る
学
年
に
対
し
て
は
、
チ

ベ
ヅ
ト
語
教
育
が
継
続
さ
れ
た
が
、
一
九
八
九
年
の
時
点
で
は
す

べ
て
の
学
年
が
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
に
入
れ
替
わ
り
、
県
内
で
も

唯
一
の
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
行
う
小
学
校
と
な
っ
た
。
図
－
中
、

右
側
部
分
に
示
す
よ
う
に
、
サ
イ
ル
ロ
ン
郷
に
も
、
一
九
八
七
年

に
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
が
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
サ
イ
ル
ロ
ン
郷

の
生
徒
た
ち
に
は
、
ケ
セ
ン
郷
と
違
う
て
モ
ン
ゴ
ル
語
の
語
学
力

が
低
か
う
た
た
め
、
予
備
ク
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語

教
育
を
受
け
る
生
徒
は
こ
の
予
備
ク
ラ
ス
で
一
年
間
モ
ン
ゴ
ル
語

を
学
習
し
、
十
分
な
語
学
力
を
身
に
つ
け
て
か
ら
正
式
に
小
学
校

第
一
学
年
へ
進
学
す
る
と
い
う
新
方
式
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
イ
ル

ロ
ン
郷
で
は
、
ケ
セ
ン
郷
と
は
違
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が
導
入

さ
れ
て
も
チ
ベ
ヅ
ト
語
教
育
は
完
全
に
は
廃
止
さ
れ
ず
、
新
入
生

を
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
と
チ
ベ
ソ
ト
語
ク
ラ
ス
に
分
け
て
、
チ
ベ

ソ
ト
語
ク
ラ
ス
も
併
存
さ
せ
て
き
た
。

　
一
九
九
〇
年
に
は
、
中
等
教
育
に
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が
導
入
さ

れ
た
。
図
ー
の
（
2
）
に
示
す
よ
う
に
、
最
初
に
モ
ン
ゴ
ル
語
に

よ
る
初
等
教
育
を
受
け
た
学
年
の
二
二
名
の
生
徒
が
一
九
九
〇
年

に
ケ
セ
ン
郷
小
学
校
を
卒
業
し
、
県
民
族
中
学
へ
と
進
学
す
る
こ

と
に
な
り
、
県
民
族
中
学
の
中
等
部
に
第
一
学
年
か
ら
モ
ン
ゴ
ル

語
の
ク
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の

入
学
と
並
行
し
て
、
他
の
郷
の
小
学
校
か
ら
も
チ
ベ
ッ
ト
語
に
よ

る
初
等
教
育
を
受
け
た
生
徒
が
同
中
学
へ
と
進
学
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
新
入
生
に
対
し
て
は
相
変
わ
ら
ず
チ
ベ
ツ
ト
語
教
育
が
続

け
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
県
民
族
中
学
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
ク
ラ
ス
し

か
な
か
づ
た
が
、
こ
う
し
て
一
九
九
〇
年
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
語
ク
ラ

ス
と
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
が
併
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、

サ
イ
ル
ロ
ン
郷
の
小
学
校
か
ら
、
初
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け

た
卒
業
生
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
九
三
年
で
あ
る
。
そ
の
年
か
ら
、

ケ
セ
ン
郷
と
サ
イ
ル
ロ
ン
郷
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
て
い
た

生
徒
た
ち
は
、
民
族
中
学
に
進
学
し
て
合
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
続
い
て
一
九
九
三
年
か
ら
高
等
教
育
に
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が
導

入
さ
れ
た
。
図
1
の
（
3
）
で
示
す
よ
う
に
、
河
南
蒙
旗
で
は
じ
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図1民族小学校と民族中学におけるモンゴル語クラスの推移
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め
て
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
た
学
年
が
、
県
民
族
中
学
の
中
等

部
を
卒
業
し
た
。
卒
業
生
一
九
人
は
、
県
民
族
中
学
に
モ
ン
ゴ
ル

語
教
育
に
よ
る
高
等
部
を
新
設
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
県
外
の
海

西
州
民
族
師
範
学
校
に
進
学
し
、
引
き
続
き
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る

学
習
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
海
西
州
の
民
族
師
範
学
校
側
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

河
南
蒙
旗
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
、
特
別
に
「
黄
南
班
」
と
い
う

ク
ラ
ス
を
設
け
た
。
こ
う
し
て
、
生
徒
た
ち
は
海
西
州
で
四
年
問

の
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
八
五
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
は
、
モ
ン
ゴ

ル
語
教
育
の
実
施
の
た
め
に
、
海
西
州
や
内
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
地

域
か
ら
計
四
七
人
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
師
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
実

際
に
指
導
に
あ
た
っ
た
。
な
お
、
河
南
蒙
旗
で
は
、
こ
の
一
〇
年

問
で
一
〇
九
人
の
生
徒
が
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
て
小
学
校
を

卒
業
し
、
八
五
人
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
。
さ
ら
に
、
二
四
人
が

海
西
州
民
族
師
範
学
校
に
ま
で
進
学
し
て
高
等
教
育
を
受
け
た
。

河
南
蒙
旗
の
小
中
学
校
に
在
学
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
て

い
る
生
徒
の
総
数
は
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
の
統
計
で
は
二
二
二

人
で
、
こ
れ
は
河
南
蒙
旗
に
お
け
る
就
学
児
童
数
の
二
一
．
四
％

に
あ
た
る
。
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1
l
3
　
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
実
情

1
1
3
I
1
　
教
授
用
言
語
と
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
語

　
中
国
領
内
で
最
大
の
モ
ン
ゴ
ル
族
人
口
を
抱
え
て
い
る
内
モ
ン

ゴ
ル
で
も
、
二
通
り
の
形
態
で
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
を
教
授
用
言
語
と
し
て
、
授
業
を
行
な
う
「
純

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
」
と
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
教
科
目
言
語
と
し
て
扱

い
、
主
に
漢
語
で
授
業
を
行
う
「
加
授
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
」
で
あ

る
。
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
モ
ン
ゴ
ル

語
し
か
使
わ
な
い
よ
う
な
遊
牧
民
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
加
授
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
る
の
は
、
市
街
地
に
居
住

し
、
漢
民
族
と
混
じ
り
合
っ
て
生
活
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の
子
供
た

ち
で
あ
る
。

　
河
南
蒙
旗
は
、
当
初
か
ら
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
授
業
方
式
を

採
用
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
実
施
し
て
き
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語

ク
ラ
ス
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
学
習
と
い
っ
た
科
目
を
除
く
す
べ
て

の
教
科
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
行
わ
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
が
教
科
目
言

語
と
し
て
で
は
な
く
、
教
授
用
言
語
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
い
う
点

は
、
河
南
蒙
旗
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の

最
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

1
I
3
1
2
　
授
業
方
式

　
河
南
蒙
旗
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
も
と
づ
き
、
内
モ
ン
ゴ
ル
と
同
じ
教
科
書
を
使
用
し

て
授
業
を
行
っ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
現
地
の
生
徒
と
内
モ
ン
ゴ

ル
で
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
る
生
徒
と
の
間
に
は
、
モ
ン
ゴ

ル
語
の
語
学
能
力
に
お
い
て
、
入
学
の
段
階
で
す
で
に
非
常
に
大

き
な
差
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
聴
取
力
や
読
解
力

の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
入
学
前
の
児
董
を
対
象
と
し
た

一
年
間
の
予
備
ク
ラ
ス
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

　
小
学
校
で
は
基
本
的
に
五
年
制
を
採
用
し
て
い
る
。
各
教
科
の

時
限
数
（
週
六
日
間
、
合
計
三
六
時
限
）
の
配
分
は
、
学
年
に
よ

っ
て
そ
の
比
重
も
そ
れ
ぞ
れ
違
づ
て
く
る
が
、
全
体
的
に
み
て
小

学
校
各
科
目
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
語
科
目
は
最
も
大
き
な
比
重
を

占
め
て
い
る
。
そ
の
比
率
は
予
備
ク
ラ
ス
と
第
一
学
年
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
四
四
・
四
％
、
第
二
学
年
の
場
合
は
四
一
・
六
％
、
第

三
、
四
、
五
学
年
の
場
合
は
二
五
％
で
あ
る
。
ま
た
、
小
学
生
の

モ
ン
ゴ
ル
語
の
会
話
カ
を
高
め
る
た
め
に
、
予
備
ク
ラ
ス
か
ら
第

二
学
年
ま
で
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
会
話
と
い
う
授
業
も
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
漢
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
も
導
入
さ
れ
た
。
漢
語
の
授
業

（
一
九
・
四
％
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
介
し
で
教
え
ら
れ
る
）
は
、
第

二
学
年
か
ら
第
五
学
年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。
第
三
学
年
か
ら
第
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五
学
年
ま
で
、
教
科
目
言
語
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
語
（
八
・
三
％
、

チ
ベ
ヅ
ト
語
で
教
え
ら
れ
る
）
の
授
業
も
行
わ
れ
る
。

　
中
学
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
授
業
内
容
の
最
大
の
特
徴
は
、

中
等
教
育
が
行
わ
れ
る
三
年
間
、
漢
語
と
チ
ベ
ッ
ト
語
の
授
業
を

全
く
行
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
自
体
の
授
業

時
間
も
二
三
・
三
％
ま
で
に
大
幅
に
減
ら
し
て
い
る
（
週
五
日
間
、

合
計
三
〇
時
限
）
。
そ
の
代
わ
り
に
例
え
ば
代
数
（
二
一
二
・
三
％
）

や
化
学
（
二
三
・
三
％
）
、
歴
史
、
地
理
な
ど
の
そ
の
他
の
科
目

の
比
璽
が
増
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

1
1
3
1
3
　
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
成
果

　
民
族
教
育
校
で
は
、
民
族
言
語
そ
の
も
の
の
科
目
試
験
問
題
は

独
自
に
作
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
数
学
や
化
学
な
ど
の
科
目
で

は
、
普
通
教
育
校
で
出
題
さ
れ
る
試
験
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
チ
ベ

ッ
ト
語
や
モ
ン
ゴ
ル
語
に
翻
訳
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
試
験
内
容
が
統
一
さ
れ
て
い
て
、
成
績
の
比
較
が
可
能
な
「
対

比
可
能
科
目
」
の
成
績
に
も
と
づ
い
て
み
る
か
ぎ
り
、
九
〇
年
代

ま
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
実
施
校
の
成
績
は
全
体
的
に
チ
ベ
ッ
ト

語
の
そ
れ
よ
り
下
回
づ
て
い
た
。
し
か
し
、
九
〇
年
代
に
は
い
っ

て
か
ら
前
者
の
成
績
が
徐
々
に
向
上
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
ク
ラ
ス
を

上
回
る
ケ
ー
ス
も
現
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
三
年
に
全
県

で
実
施
さ
れ
た
小
学
校
卒
業
の
一
斉
試
験
で
は
、
純
モ
ン
ゴ
ル
語

小
学
校
で
あ
る
ケ
セ
ン
郷
小
学
校
の
総
成
績
は
第
三
位
で
あ
っ
た

が
、
一
九
九
四
年
に
は
第
一
位
と
な
っ
た
。
次
に
、
一
九
九
四
年

に
サ
イ
ル
ロ
ン
郷
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
学
内
一
斉
試
験
で
は
、

漢
語
と
数
学
の
両
科
目
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
成
績

が
ト
ヅ
プ
で
あ
っ
た
。
県
民
族
中
学
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
で
は
、

一
九
九
五
年
に
三
年
生
が
同
学
年
の
チ
ベ
ッ
ト
語
ク
ラ
ス
の
成
績

を
上
回
り
、
平
均
成
績
は
学
内
第
一
位
と
な
っ
た
。

　
特
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
前
半
と
後
半

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
総
合
的
に
み
て
生
徒
の
成
績
の
レ
ベ
ル
は

年
々
向
上
し
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
一
九
九
三
年
の
中
学
卒
業
生
と

比
較
し
た
場
合
、
一
九
九
五
年
の
卒
業
生
の
成
績
は
そ
れ
を
は
る

か
に
上
回
っ
て
お
り
、
著
し
い
進
歩
が
み
ら
れ
た
と
、
モ
ン
ゴ
ル

語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
教
師
た
ち
が
語
っ
て
い
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
成
績
が
年
々
向
上
し
て
い
る
一
因
と
し

て
は
、
現
地
に
勤
務
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
教
師
た
ち
の
学
歴

が
比
較
的
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
部
の
学
校
で
、

教
師
に
対
す
る
奨
励
お
よ
ぴ
懲
罰
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
揺
ら
ぎ

2
－
ー
　
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が
抱
え
る
諸
問
題

　
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
実
施
が
進
む
に
つ
れ
て
、
様
々
な
問
題
点

も
浮
か
ぴ
上
が
っ
て
き
た
。
ま
ず
第
一
に
、
教
師
と
生
徒
と
の
コ

、
・
、
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
河
南
蒙
旗
の
モ
ン

ゴ
ル
語
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
も
、
学
校
以
外
の
場
所
で
は
モ
ン

ゴ
ル
語
を
使
用
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ひ
と
た
び
教
室

を
出
れ
ば
友
人
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
は
す
べ
て
チ

ベ
ソ
ト
語
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
生
徒
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
能
力
は
非
常
に
低
い
。
特
に
小
学
校
一
年
生
の
段
階

で
は
、
教
師
の
話
さ
え
ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な
い
生
徒
も
少
な
く

な
い
。
特
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
導
入
し
た
直
後
（
一
九
八
七

年
）
の
サ
イ
ル
ロ
ン
郷
で
は
、
一
つ
の
教
室
に
同
時
に
二
人
の
先

生
が
出
席
し
、
一
人
が
授
業
を
担
当
し
て
、
も
う
一
人
が
通
訳
に

あ
た
る
と
い
う
場
面
す
ら
生
じ
た
と
い
う
。

　
第
二
に
、
教
科
書
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ

ス
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、
す
べ
て
約
二
千
キ
ロ
も
離
れ
た
内
モ

ン
ゴ
ル
か
ら
運
ぱ
れ
て
く
る
が
、
地
理
的
、
行
政
的
制
約
も
あ
っ

て
、
容
易
に
入
手
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
教
材
が
予
定
通

り
に
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
最
大
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
現

地
に
教
科
書
が
届
く
の
は
早
く
て
一
か
月
遅
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

指
導
用
の
参
考
書
も
不
足
し
て
い
る
。
現
地
で
は
、
学
校
の
教
科

書
以
外
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
書
籍
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　
第
三
に
、
教
育
経
費
不
足
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
三

年
に
は
、
河
南
蒙
旗
民
族
中
学
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
か
ら
初
の

卒
業
生
一
九
名
が
、
海
西
州
民
族
師
範
学
校
に
進
学
し
た
。
彼
ら

は
特
例
と
し
て
正
規
の
試
験
を
受
け
ず
に
入
学
を
認
め
ら
れ
た
が
、

一
般
の
生
徒
と
は
別
の
扱
い
に
な
る
た
め
進
学
に
は
諸
経
費
が
必

要
と
さ
れ
た
。
現
在
原
則
的
に
、
彼
ら
の
教
育
費
用
は
県
が
全
額

を
負
担
し
て
い
る
。
現
地
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
中
学
卒
業
生

は
、
現
段
階
で
は
、
県
外
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
実
施
校
の
正
式
な

試
験
を
受
け
、
正
規
生
と
し
て
入
学
す
る
に
は
学
力
的
に
困
難
な

状
態
に
あ
る
。
ま
た
県
に
と
っ
て
も
、
今
後
と
も
県
外
へ
の
進
学

者
に
対
す
る
費
用
負
担
を
続
け
て
い
く
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
第
四
に
、
国
家
や
省
あ
る
い
は
州
の
教
育
関
係
機
関
が
定
め
る

生
徒
募
集
定
員
枠
不
足
の
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
海
西
州
（
あ

る
い
は
内
モ
ン
ゴ
ル
）
の
学
校
が
外
地
か
ら
何
名
の
生
徒
を
募
集

す
る
・
か
と
い
う
定
員
枠
は
、
各
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
に
よ
っ
て
毎
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表2　サイルロン郷モンゴル語クラスに入学する生徒数の変遷

88年

1996年筆者による実地調査

87年

29人

年
定
め
ら
れ
る
。
河
南
蒙
旗
の
生
徒
は
、
そ

の
定
員
枠
の
範
囲
内
で
し
か
県
外
の
高
校
に

は
進
学
で
き
な
い
。
実
際
に
河
南
蒙
旗
の
中

学
卒
業
生
の
う
ち
何
名
が
高
校
に
進
学
で
き

る
か
と
い
う
問
題
は
、
河
南
蒙
旗
の
力
の
及

ぱ
ぬ
も
の
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
入
学
率
低
下
の
問
題
が
挙
げ
ら

れ
る
。
小
学
生
の
入
学
率
の
低
下
は
、
河
南

蒙
旗
の
教
育
全
体
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
だ

が
、
と
り
わ
け
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
実
施

す
る
学
校
や
ク
ラ
ス
で
は
、
一
九
九
〇
年
以

降
、
入
学
す
る
生
徒
の
割
合
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
。
サ
イ
ル
ロ
ン
郷
の
入
学
率
の
変
遷

（
表
2
）
を
見
る
と
、
特
に
一
九
九
〇
∫
一

九
九
二
年
に
か
け
て
は
新
入
生
が
な
く
、
一

九
九
三
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
五
人
が
入
学

し
た
が
、
一
九
九
四
年
か
ら
再
び
入
学
者
は

ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

　
ケ
セ
ン
郷
小
学
校
で
は
、
入
学
率
を
高
め

る
た
め
、
郷
役
場
の
協
力
を
得
て
、
子
供
が

一
人
し
か
い
な
い
家
庭
に
は
そ
の
子
供
を
必
ず
学
校
に
入
学
さ
せ

る
義
務
を
課
す
る
と
い
う
厳
格
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
子
供
を

二
人
持
つ
家
庭
の
場
合
は
、
そ
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
一
人
、
子

供
が
三
人
の
場
合
は
二
人
以
上
、
子
供
が
四
人
の
場
合
は
三
人
以

上
を
必
ず
学
校
に
入
学
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
規
定
に

違
反
す
る
保
護
者
に
は
罰
金
が
課
さ
れ
る
。
し
か
し
最
近
で
は
、

罰
金
を
払
っ
て
も
子
供
を
学
校
に
入
学
さ
せ
る
意
志
の
な
い
親
が

増
え
た
た
め
、
一
九
九
五
年
か
ら
は
「
罰
土
制
度
」
と
い
う
方
策

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
違
反
者
が
所
有
す
る
牧
場
を
没
収
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
規
則
違
反
を
償
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
と
り
あ
え
ず
、
こ
う
し
た
方
式
に
よ
っ
て
入
学
率
の

低
下
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
就
職
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
卒
業
後
の
就
職
の
可
能

性
は
、
生
徒
や
教
員
だ
け
で
な
く
、
教
育
に
対
し
て
社
会
全
体
が

抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
左
右
す
る
、
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。

河
南
蒙
旗
で
は
現
在
、
日
常
の
社
会
生
活
に
お
い
て
実
際
に
使
用

さ
れ
る
言
語
は
チ
ベ
ツ
ト
語
か
漢
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
語
を

身
に
つ
け
て
い
な
い
限
り
、
県
内
で
の
就
職
は
難
し
い
。
そ
れ
で

は
モ
ン
ゴ
ル
語
が
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
、
他
の
モ
ン
ゴ

ル
地
域
で
の
就
職
を
考
え
た
場
合
は
ど
う
か
と
い
え
ぱ
、
や
は
り
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（
8
）

そ
の
実
現
の
可
能
性
は
低
い
。
し
か
も
彼
ら
は
全
員
が
委
託
教
育

を
受
け
て
い
る
の
で
、
卒
業
後
は
必
ず
河
南
蒙
旗
に
戻
る
こ
と
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
充
分
身
に
つ

け
て
も
、
河
南
蒙
旗
で
は
社
会
で
活
躍
す
る
機
会
が
非
常
に
限
ら

れ
て
し
ま
う
。
上
述
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
高
校
生
は
ま
も
な

く
卒
業
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
就
職
問
題
に
直

面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
周
囲
の
者
た
ち
も
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
実
用
性
の
低
さ
に
悩
ま

さ
れ
、
ジ
レ
ン
マ
に
陥
づ
て
い
る
。

2
：
2
　
社
会
の
反
応
と
対
応

2
－
2
－
1
　
一
般
民
衆
の
反
応

　
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
導
入
が
開
始
さ
れ
た
当
時
と
比
べ
、
様
々
な

困
難
に
遭
遇
し
た
結
果
、
一
九
九
五
年
に
な
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語
教

育
へ
の
支
持
率
は
急
速
に
低
下
し
た
。
民
衆
の
中
か
ら
、
モ
ン
ゴ

ル
語
教
育
に
対
す
る
疑
問
の
声
も
頻
繁
に
あ
が
る
よ
う
に
な
り
、

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
に
反
対
す
る
勢
力
が
増
大
し
、
大
多
数
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
反
対
者
た
ち
は
、
多
数
を
占
め
る
親

チ
ベ
ッ
ト
語
派
と
少
数
の
親
漢
語
派
に
分
か
れ
て
い
る
。
前
者
の

多
く
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
修
得
し
て
も
、
就
職
で
き
な
い
上
に
、

チ
ベ
ソ
ト
語
も
読
め
な
い
の
で
出
家
、
読
経
に
さ
し
つ
か
え
る
と

考
え
て
い
る
。
彼
ら
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
受
け
た
場
合
チ
ベ

ッ
ト
語
が
身
に
つ
か
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
一
方
、
親
漢

語
派
の
人
々
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
に
異

議
を
唱
え
る
。
a
今
の
社
会
で
は
漢
語
が
主
導
権
を
握
っ
て
お
り
、

今
後
は
漢
語
な
し
に
は
生
き
て
い
け
な
い
時
代
に
な
る
。
h
モ
ン

ゴ
ル
語
に
し
て
も
チ
ベ
ッ
ト
語
に
し
て
も
、
一
時
的
な
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
意
見
が
あ
る
種
の
力
を
持
つ
の
は
、
県
役
場

の
職
員
の
子
供
た
ち
の
な
か
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
勉
強
し
て
い
る
生

徒
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
実
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。　

反
対
者
の
数
が
増
加
し
て
い
く
一
方
で
、
支
持
者
の
数
は
減
少

し
つ
つ
あ
る
。
、
け
れ
ど
も
支
持
者
た
ち
は
動
揺
す
る
こ
と
な
く
、

「
自
民
族
の
言
語
、
文
字
は
維
持
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
固
い

信
念
を
持
ち
続
け
て
い
る
。
彼
ら
の
意
見
は
、
反
対
派
と
は
対
照

的
に
、
a
今
は
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
是
非
を
議
論
す
る
時
期
で
は

な
い
。
今
こ
そ
、
過
去
一
〇
数
年
の
経
験
に
も
と
づ
く
教
訓
を
活

か
す
べ
き
だ
。
h
最
も
重
要
な
の
は
、
せ
っ
か
く
開
始
さ
れ
た
モ

ン
ゴ
ル
語
教
育
を
今
後
と
も
維
持
し
、
さ
ら
に
そ
の
発
展
と
普
及

の
た
め
に
努
カ
し
て
い
く
こ
と
だ
、
と
い
う
。
支
持
派
の
聞
で
は
、
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他
の
四
つ
の
郷
や
県
役
場
の
職
員
の
子
供
た
ち
も
一
緒
に
モ
ン
ゴ

ル
語
で
学
習
す
べ
き
で
、
本
当
に
モ
ン
ゴ
ル
語
を
復
活
さ
せ
る
つ

も
り
な
ら
全
県
が
団
結
し
て
一
緒
に
努
力
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が

古
同
ま
っ
て
い
る
。

2
1
2
1
2
　
僧
侶
の
反
応

　
河
南
蒙
旗
で
は
チ
ベ
ソ
ト
仏
教
（
い
わ
ゆ
る
ラ
マ
教
）
の
影
響

力
が
非
常
に
強
く
、
県
民
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
信
者
で
あ
る
。
一

般
民
衆
は
子
供
を
小
学
校
に
入
学
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
、
も
し

入
学
さ
せ
た
ら
何
語
で
勉
強
す
べ
き
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
ラ
マ

僧
の
指
示
を
仰
ぐ
の
だ
と
、
あ
る
教
師
が
語
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、

総
じ
て
ラ
マ
僧
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
を
勉
強
さ
せ
る
よ
う
に
と
答
え

る
の
で
あ
る
。
彼
ら
ラ
マ
僧
の
中
に
は
少
数
で
は
あ
る
が
、
モ
ン

ゴ
ル
語
教
育
へ
の
反
対
運
動
を
公
然
と
行
う
者
も
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
た
め
当
初
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
導
入
に
最
も
反
対
し
て

い
る
の
は
、
ラ
マ
僧
た
ち
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
実
際
に
調
査
を
行
っ
た
限
り
で
は
、
そ
う
と
も
断
定
で
き
な

い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
且
1
に
応
じ
た
、

五
十
代
の
ラ
マ
僧
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
も
ち
ろ
ん
賛

成
。
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
言
語
を
復
活
さ
せ
る
の

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
反
対
す
る
理
由
は
な
い
。
た
だ
し
、
モ

ン
ゴ
ル
語
を
復
活
さ
せ
る
に
し
て
も
、
筋
道
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
チ
ベ
ッ
ト
語
↓
チ
ベ
ッ
ト
語
十
モ
ン
ゴ
ル
語
↓
モ
ン
ゴ

ル
語
と
い
う
順
序
で
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
人
が
チ
ベ

ッ
ト
語
を
話
す
よ
う
に
な
る
ま
で
に
何
百
年
も
の
歳
月
を
要
し
た

の
と
同
様
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
復
活
も
短
期
間
で
成
し
得
る
も
の

で
は
な
い
。
だ
・
か
ら
徐
々
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
」
ま
た
、
七

十
代
の
ラ
マ
僧
は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
人
が
モ
ン
ゴ
ル
語
を
勉
強
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
語
が
で
き
な
い
の
は
モ
ン
ゴ
ル

人
の
恥
で
あ
る
。
－
も
っ
と
も
、
モ
ン
ゴ
ル
語
し
か
勉
強
し
な
い

と
い
う
の
も
よ
く
な
い
。
チ
ベ
ヅ
ト
語
も
勉
強
す
べ
き
だ
」
と
語

っ
た
。

　
彼
ら
は
ラ
マ
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
人
で
も
あ
る
。
中

に
は
入
学
率
の
低
い
地
域
で
、
子
供
達
を
モ
ン
ゴ
ル
語
の
学
校
に

入
学
さ
せ
る
た
め
、
大
人
達
の
説
得
に
努
力
す
る
活
仏
も
い
る
。

2
1
2
1
3
　
役
場
の
対
応

　
一
九
八
五
年
以
来
、
河
南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
に
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
き
た
海
西
州
は
、
最
近
の
河
南
蒙
旗
の
経
済
情
勢

を
考
慮
し
て
、
一
九
九
三
年
に
海
西
州
に
入
学
し
た
河
南
蒙
旗
出

身
の
生
徒
に
対
し
て
、
一
九
九
五
－
一
九
九
七
年
ま
で
の
教
育
費

用
を
全
額
免
除
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
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表3　1996年度民族中学卒業生の進学情況

民族中学

計49人
モンゴル語クラス 計31人

合格　計4人（内モンゴル1人，海西州3人）

海西州委託教育 計20人

留年　計7人

1996年筆者による実地調査

に
新
た
に
入
学
し
た
五
名
の
生
徒
に
つ
い

て
は
、
以
後
四
年
間
の
教
育
費
用
を
全
額

免
除
す
る
と
い
う
措
置
を
と
う
た
。
そ
の

費
用
は
全
額
、
海
西
州
の
財
政
か
ら
支
山
山

さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
河
南
蒙
旗
の
教

育
担
当
で
あ
る
副
県
長
は
、
「
も
し
海
西

州
か
ら
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
河

南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
は
成
り
立
た

な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
河
南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
問
題

は
省
や
州
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

一
九
九
五
年
六
月
に
は
、
「
八
協
」
の
青

海
分
会
の
責
任
者
・
民
政
庁
副
庁
長
・
省

民
族
委
員
会
の
副
主
席
・
教
育
庁
長
・
州

教
育
局
長
な
ど
が
河
南
蒙
旗
を
視
察
に
訪

れ
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
継
続
し
、
全
県

に
普
及
さ
せ
る
べ
き
だ
と
の
指
示
を
下
し

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
九
九
．

五
年
七
月
二
九
日
に
県
役
場
で
「
モ
ン
ゴ

ル
語
教
育
の
問
題
に
関
す
る
専
門
会
議
」

が
開
か
れ
た
。
会
議
で
は
主
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
に
伴
う
諸
問

題
が
検
討
さ
れ
た
。
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
「
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育

を
一
層
強
化
す
べ
き
だ
」
と
の
決
議
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
県

が
財
政
的
に
支
援
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
卒
業
生
を
な
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

く
全
員
県
外
の
モ
ン
ゴ
ル
語
学
校
に
進
学
さ
せ
る
」
、
「
一
九
九
五

年
か
ら
海
西
州
で
の
黄
南
班
を
廃
止
し
、
海
西
州
の
生
徒
と
共
同

学
習
さ
せ
る
」
と
す
る
方
針
や
、
成
績
の
レ
ベ
ル
ア
ヅ
プ
と
学
習

意
欲
の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
留
年
制
」
の
適
用
な
ど
の
新
措
置

が
採
用
さ
れ
た
。

2
1
3
　
教
授
用
言
語
か
ら
教
科
目
言
語
へ
譲
歩
し
た
モ
ン
ゴ
ル

　
　
　
語

2
－
3
－
1
　
内
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
の
進
学
が
実
現

　
一
九
九
六
年
八
月
の
、
河
南
蒙
旗
民
族
中
学
の
卒
業
生
（
表
3

参
照
）
は
計
四
九
人
、
そ
の
内
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
は
＝
二
人
で

あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
国
家
統
一
高
校
入
学
試
験
に
は
四
人
が
合

　
（
H
）

格
し
た
。
合
格
し
な
か
っ
た
卒
業
生
の
う
ち
二
〇
人
は
、
海
西
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

民
族
師
範
学
校
に
従
来
通
り
「
委
託
生
」
と
し
て
進
学
し
、
残
り

の
七
人
は
留
年
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
九
九
六
年
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
成
績
は
過
去
最
高
だ
っ
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た
と
い
う
。
何
し
ろ
、
今
回
初
め
て
河
南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク

ラ
ス
の
卒
業
生
の
中
か
ら
、
国
家
統
＝
目
同
校
入
学
試
験
の
合
格
者

が
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
河
南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教

育
の
水
準
が
大
き
く
レ
ベ
ル
ア
ヅ
プ
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

一
九
九
三
年
に
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
か
ら
初
の
中
学
卒
業
生
が
誕

生
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
国
家
統
一
高
校
入
学
試
験
に
合
格
し
た

者
は
一
人
も
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
中
学
卒
業
生
は
す
べ

て
委
託
教
育
の
方
式
で
海
西
州
に
送
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
合

格
者
四
人
は
従
来
の
「
委
託
生
」
と
は
異
な
り
、
県
外
の
各
専
門

学
校
や
師
範
学
校
に
「
正
規
生
」
と
し
て
入
学
し
た
。
「
正
規
生
」

と
な
れ
ば
、
学
費
は
ほ
ぼ
全
額
免
除
さ
れ
、
県
が
支
出
す
る
必
要

も
な
く
な
る
。
ま
た
、
国
家
統
一
モ
ン
ゴ
ル
語
高
校
入
学
試
験
に

合
格
し
た
四
人
の
う
ち
一
人
が
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
学
校
に
入
学
し

た
こ
と
も
大
き
い
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
高
校
（
あ
る
い
は
中
等
専
門

学
校
）
に
入
学
す
る
た
め
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
国
家
統
二
目
同
校
入

学
試
験
に
お
い
て
、
青
海
省
内
の
高
校
に
就
学
す
る
よ
り
も
さ
ら

に
高
い
得
点
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
河
南
蒙
旗
の
よ
う

に
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
導
入
し
て
か
ら
一
一
年
し
か
経
っ
て
い
な

い
地
域
で
、
自
ら
養
成
し
た
生
徒
が
実
力
で
試
験
に
合
格
し
、
し

か
も
内
モ
ン
ゴ
ル
に
ま
で
進
学
す
る
と
い
う
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
語
を
め
ぐ
る
困
難
な
問
題
点
が
明
ら
か
に
な

る
一
方
で
、
確
実
な
教
育
的
実
践
の
成
果
が
こ
こ
に
確
認
で
き
る
。

2
－
3
1
2
　
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
停
止

　
一
九
九
六
年
に
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
ヘ
の
進
学
の
実
現
と
は
対
照

的
に
、
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
停
止
と
い
う
出
来
事
も
起
こ
っ
た
。

八
月
六
日
、
河
南
蒙
旗
役
場
が
『
当
県
で
の
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の

諸
問
題
に
関
す
る
決
議
』
（
以
下
「
決
議
」
と
略
す
）
と
い
う
文

書
を
発
表
し
た
。

　
こ
の
「
決
議
」
の
前
半
に
は
、
こ
れ
ま
で
両
郷
で
行
わ
れ
て
い

た
方
式
を
他
郷
に
も
適
用
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
さ
ら
に
河
南

蒙
旗
全
域
に
拡
大
し
て
い
く
と
い
っ
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
一
方
、
第
二
条
で
は
、
現
在
の
教
授
用
言
語
と
し
て
の
モ
ン

ゴ
ル
語
を
教
科
目
言
語
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、

教
科
目
言
語
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
の
学
習
期
問
は
、
小
学
校
第

二
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
の
五
年
間
に
限
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

第
三
条
で
は
既
存
の
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
「
現
状
維

持
」
と
す
る
が
、
新
入
生
に
対
し
て
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
な
く
、

チ
ベ
ヅ
ト
語
で
授
業
を
行
う
方
針
を
定
め
た
。
最
後
に
第
四
条
で

は
、
一
九
九
七
年
よ
り
小
学
校
八
校
に
お
い
て
、
教
科
目
言
語
と

し
て
モ
ン
ゴ
ル
語
の
授
業
を
行
う
と
規
定
し
て
い
る
。
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こ
の
「
決
議
」
を
取
り
ま
と
め
た
県
の
指
導
層
は
、
純
モ
ン
ゴ

ル
語
教
育
が
停
止
さ
れ
た
の
は
以
下
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
と
い

う
。
ま
ず
第
一
の
理
曲
は
財
政
難
で
あ
る
。
県
の
財
政
負
担
に
よ

っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
中
学
卒
業
生
を
「
委
託
生
」
と
し

て
毎
年
海
西
州
に
送
る
こ
と
は
基
本
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
第
二

の
理
由
は
就
職
難
で
あ
る
。
河
南
蒙
旗
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
専

攻
し
た
人
材
に
対
す
る
需
要
は
低
く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
勉
強
し
て

も
実
用
性
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
県
が
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
停
止
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
、

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
問
題
点
や
民
衆
か
ら
の
反
対
な
ど
に
対
し
て
、

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
支
持
者
た
ち
は
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
の
県
の
指
導
者
達
は
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
が

直
面
す
る
問
題
点
ば
か
り
強
調
し
て
い
る
。
何
百
年
も
前
に
失
な

わ
れ
た
言
語
を
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
困
難
な
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
民
族
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
困
難
を
苦
と
せ
ず
に
克
服
し
よ
う
と
す
る
努

力
が
必
要
だ
。
民
衆
の
意
見
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
常
に
正
し

い
と
は
限
ら
な
い
。
何
で
も
民
衆
任
せ
に
す
る
の
は
無
責
任
で
あ

り
、
指
導
者
と
し
て
一
般
民
衆
を
納
得
さ
せ
、
困
難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
。

　
こ
の
決
議
の
成
立
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
教
授
用
言
語
と

す
る
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
教
科
目
言
語
と
し

て
の
モ
ン
ゴ
ル
語
科
目
は
河
南
蒙
旗
全
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
が
「
教
授
用
言
語
」
か
ら
「
教
科
目
言
語
」

へ
と
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
南
蒙
旗
の
「
純
モ
ン
ゴ
ル
語

教
育
」
は
「
加
授
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
」
へ
と
転
換
し
た
。

3
　
お
わ
り
に

　
一
九
八
五
年
河
南
蒙
旗
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
運
動
が
実
を
結

び
、
モ
ン
ゴ
ル
語
を
教
授
用
言
語
と
し
て
す
べ
て
の
授
業
に
使
用

す
る
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
単
な
る
新
た
な
教
育
の
試
み

で
あ
っ
た
ぱ
か
り
で
な
く
、
当
時
の
河
南
蒙
旗
が
「
モ
ン
ゴ
ル

人
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
認
識
を
反
映
す
る
出
来

事
と
も
い
え
よ
う
。
世
間
一
般
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
本

当
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
は
、
単
に
モ
ン
ゴ
ル
・
ゲ
ル
に
住
み
、
モ
ン

ゴ
ル
服
を
着
用
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
ゴ
ル
語
が
話
せ
、

モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
読
み
書
き
も
で
き
る
人
で
あ
る
と
い
う
モ
ン
ゴ

ル
人
と
し
て
の
理
想
像
が
河
南
蒙
旗
に
も
持
ち
込
ま
れ
た
。
モ
ン

ゴ
ル
語
が
話
せ
、
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
「
本
当

の
」
モ
ン
ゴ
ル
人
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
、
河
南
蒙
旗
は
純
モ
ン
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ゴ
ル
語
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
周
辺
を
チ
ベ
ソ
ト
地
域
に

囲
ま
れ
、
チ
ペ
ッ
ト
化
が
極
め
て
深
刻
に
な
っ
て
い
る
河
南
蒙
旗

の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
に
と
っ
て
、
純
毛
ン
ゴ
ル
語
教
育
導
入
運
動

は
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
昂
揚
の
現

れ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
は
、
二
年
問
の
歳
月
を
経
た
後
、

自
ら
の
使
命
を
終
え
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
一
一
年
間
に
及
ぶ
純

モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
契
機
と
し
て
、
河
南
蒙
旗
の
各
モ
ン
ゴ
ル
地

域
と
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、
他
の
モ
ン
ゴ
ル
社
会
と
の
連
帯
関

係
が
築
か
れ
る
と
い
っ
た
効
果
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
一
一

年
間
、
河
南
蒙
旗
に
も
モ
ン
ゴ
ル
語
が
話
せ
、
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の

読
み
書
き
の
で
き
る
人
た
ち
が
現
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
語
ク
ラ
ス
の
卒

業
生
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル
に
進
学
す
る
者
も
登
場
し
た
。
単
な
る
言

語
学
習
と
い
う
技
術
的
側
面
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
河
南
蒙
旗
の
モ

ン
ゴ
ル
語
教
育
は
計
画
通
り
に
進
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
短
期
間
で

は
あ
る
が
、
河
南
蒙
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
モ
ン
ゴ
ル
語
を
取
り
戻

す
パ
ワ
ー
を
十
分
に
証
明
し
た
と
い
っ
て
も
埋
言
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
は
現
実
の

モ
ン
ゴ
ル
社
会
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
自
ら

．
の
経
験
か
ら
、
自
分
た
ち
の
考
え
て
い
た
「
本
当
の
」
モ
ン
一
ゴ
ル

人
は
、
も
は
や
モ
ン
ゴ
ル
の
「
民
族
母
体
」
そ
の
も
の
に
あ
っ
て

も
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
今
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
内

モ
ン
ゴ
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
で
さ
え
、
あ
ま
り
モ
ン
ゴ
ル
語
を

使
わ
な
く
な
る
」
こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

今
ま
で
自
分
た
ち
が
「
目
目
険
」
し
て
き
た
こ
と
の
価
値
を
疑
問
視

し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
塑
言
す
れ
ぱ
、
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の

導
入
を
基
盤
と
す
る
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
実
践
は
、
大

き
く
揺
ら
い
で
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
河
南
蒙
旗

の
人
た
ち
が
、
こ
の
一
一
年
問
の
経
験
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
最
大

の
成
果
は
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う
認
識
を
深
め
た

こ
と
に
あ
る
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
に
代
わ
っ
て
、
一
九
九
七
年
か
ら
加
授
モ

ン
ゴ
ル
語
教
育
を
河
南
蒙
旗
全
域
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
新
し
い
教
育
方
法
が
、
河
南
蒙
旗
に
適
応
で
き
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
。
純
モ
ン
ゴ
ル
語

教
育
の
停
止
、
そ
し
て
加
授
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
の
出
現
は
、
河
南

蒙
旗
が
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
い
く
べ
き

か
の
選
択
に
揺
ら
ぎ
、
「
加
授
」
と
い
う
暖
昧
な
態
度
を
と
る
こ

と
で
自
分
た
ち
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
と
し
て
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い

る
と
い
う
現
状
を
表
し
て
い
る
。
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（121）　中国青海省河南モンゴル族自治県におけるモンゴル語教育運動

（
1
）
　
本
稿
は
一
九
九
七
年
一
月
に
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

　
に
擬
出
し
た
修
士
論
文
『
チ
ベ
ッ
ト
社
会
の
モ
ン
ゴ
ル
人
－
青
海
省

　
河
南
蒙
旗
に
お
け
る
文
化
変
容
と
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

　
の
第
三
部
を
修
正
、
縮
小
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
河
南
蒙

　
旗
の
独
自
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
そ
の
歴
史
背
景

　
に
つ
い
て
、
第
二
部
で
は
そ
の
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
編

　
さ
せ
た
外
部
環
境
の
激
変
、
及
ぴ
そ
の
再
編
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

　
た
様
々
な
社
会
変
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
社
会
変
動
の
中
で

　
最
も
注
目
を
浴
ぴ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
運
動
に
つ
い
て
の
検
証
が
、

　
本
稿
の
主
要
内
容
で
あ
る
。

（
2
）
　
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
モ
ン
ゴ
ル
族
は
総
人
口
の
五
六
・
六

　
％
は
母
語
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
と
同
時
に
、
ウ
イ
グ
ル
語
、
カ
ザ
フ

　
語
等
を
使
胴
し
て
い
る
（
中
国
社
会
科
学
院
民
族
研
究
所
ほ
か
　
編

　
5
違
一
〇
〇
違
）

（
3
）
　
言
語
学
的
に
、
河
南
蒙
旗
を
含
む
青
海
省
の
モ
ン
ゴ
ル
族
地
域

　
に
使
用
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
語
は
オ
イ
ラ
ト
方
言
に
属
す
る
。
た

　
だ
し
、
河
南
蒙
旗
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
使
用
者
の
数
は
極
め
て

　
少
な
く
、
音
声
や
語
彙
の
面
で
も
チ
ベ
ッ
ト
語
の
影
響
を
強
く
受
け

　
て
い
る
。
現
在
、
河
南
蒙
旗
の
圧
倒
的
多
数
の
住
民
の
母
語
は
チ
ペ

　
ソ
ト
語
で
あ
る
。

（
4
）
　
な
お
、
一
九
九
六
年
八
月
に
は
ユ
ガ
ン
ニ
ン
鎮
で
「
九
龍
東
扶

輸
小
学
校
」
と
い
う
官
民
合
弁
の
小
学
校
が
新
た
に
開
校
し
た
た
め
、

事
実
上
河
南
蒙
旗
の
民
族
教
育
を
実
施
す
る
小
学
校
は
八
校
に
達
し

　
た
。

（
5
）
　
筆
者
は
、
す
で
に
退
職
し
て
い
る
県
の
旧
指
導
者
た
ち
を
主
な

　
対
象
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

（
6
）
　
「
黄
南
班
」
は
す
な
わ
ち
「
黄
南
チ
ペ
ツ
ト
自
治
州
・
河
南
蒙

　
旗
の
ク
ラ
ス
」
の
略
称
で
あ
る
。

（
7
）
純
モ
ン
ゴ
ル
語
教
育
を
行
っ
て
い
る
ケ
セ
ン
郷
小
学
校
で
は
、

　
学
期
毎
に
生
徒
の
平
均
成
績
を
科
目
ず
つ
統
計
し
、
そ
の
結
果
に
よ

　
っ
て
各
科
目
を
担
当
し
て
い
る
教
師
の
仕
事
を
評
伍
す
る
。
生
徒
の

　
成
績
の
平
均
点
が
七
五
三
八
五
点
に
な
る
と
教
師
に
は
一
〇
〇
元
の

　
奨
励
金
、
八
五
｛
九
五
点
な
ら
ば
二
〇
〇
元
、
九
五
点
以
上
な
ら
ば

　
三
〇
〇
元
が
支
給
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
、
平
均
点
が

　
六
〇
点
以
下
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
担
任
の
教
師
は
二
〇
〇
元
の
罰

　
金
を
課
せ
ら
れ
る
。

（
8
）
　
河
南
蒙
旗
で
モ
ン
ゴ
ル
語
の
高
校
を
設
け
る
の
が
困
難
の
た
め
、

　
一
九
九
三
年
か
ら
河
南
蒙
旗
側
は
海
西
州
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
中
学
卒

　
業
生
の
高
校
段
階
の
教
育
を
委
託
し
た
。
原
則
的
に
、
県
側
は
彼
ら

　
の
学
費
を
支
出
し
、
彼
ら
全
員
が
卒
業
後
に
河
南
蒙
旗
に
戻
る
こ
と

　
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
　
「
八
省
区
蒙
古
文
教
材
協
作
小
組
」
の
略
称
。
八
省
区
と
は
、

　
中
国
国
内
に
モ
ン
ゴ
ル
族
の
分
布
す
る
八
つ
の
省
と
自
治
区
を
指
す
。

　
同
組
織
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
学
校
教
材
の
制
定
等
に
関
わ
る
機

　
関
で
あ
る
。
（
楊
候
弟
ほ
か
　
ε
畠
一
冨
o
）

（
1
0
）
　
海
西
州
民
族
師
範
学
校
で
の
費
用
は
、
一
人
毎
年
二
一
〇
〇
元

　
が
必
要
、
卒
業
ま
で
は
四
×
一
二
〇
〇
元
が
必
要
と
な
る
。

（
1
1
）
試
験
内
容
は
内
モ
ン
ゴ
ル
で
定
め
ら
れ
、
採
点
も
統
一
基
準
で

行
わ
れ
る
が
、
合
格
ラ
イ
ン
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
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（
1
2
）
委
託
教
育
を
受
け
る
学
生
を
指
す
。
注
8
参
照
。
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